
阿智村事務事業評価シート
担当者 生活環境課 廃棄物対策係

①事務事業の概要

S51 事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

年　　　度 単位 25年度 26年度 27年度

し尿収集運搬委
託本数

本 47,226 40,746 39,199

委託店販売本
数

本 22,240 18,980 18,925

項目 金額 項目 金額 項目 金額

し尿収集運搬委託料 6,610
し尿汲取券取扱手数料 427

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 8,270 7,131 7,037 7,254 7,200

うち一般財源 478 408 427 454 450
うち補助金
うち個人負担 7,792 6,723 6,610 6,800 6,750

正規職員 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
臨時職員

③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定

必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 b

b

公平性 受益者負担は適切か B

④改善（ACTION)
継続・維持

事務事業名 し尿汲み取り

総合計画での位置づけ 4．自然と共生する、便利で安全・安心な村/生活環境の整備/環境保全
関連する主な計画等 下水処理計画

実施目的 し尿汲み取りトイレのし尿の収集・運搬・処理を適正に行い、生活環境の保全及び公衆衛生の向上
を図ることを目的とする。

具体的取組 下伊那郡西部衛生施設組合の「くりーんひる西部」へし尿の他生ごみ、合併浄化槽汚泥も併せて処
理している。

根拠法 阿智村廃棄物の処理及び清掃に関する条例
実施方法
事業の対象者 し尿汲み取りトイレ設置家庭等
事業開始年

歳出の
内訳
(千円)

事
業
コ
ス
ト

区分

従事職員
(人)

判定理由

住民のニーズは高いか
高齢世帯・一人暮らし世帯など未水洗化家庭のし
尿汲み取りニーズは高い。

A
手段、成果は妥当か

家庭の事情で水洗化されてない世帯にとって、生
活環境整備と公共水域の水質保全を図る上で効
果的である。

対象者の設定は妥当か
水洗化されていない、し尿汲み取りトイレ設置家
庭等を対象としている。

村の関与は妥当か 生活環境、公衆衛生向上のうえで妥当である。

70歳以上の世帯及び65歳以上の独り暮らし世帯は、トイレの水洗化が難しいことから、し尿汲み取り
の継続が必要となっている。

期待された効果が得られ
たか

未水洗化家庭の衛生面での効果は得られている。

コストの削減に努めたか

水洗化の推進により、し尿汲み取り家庭が減少し
ているが、し尿汲み取りの効率性の維持に努めて
いる。 B

効率性を高める工夫はさ
れたか

し尿券の委託店販売が定着してきている

実績・効果 水洗化されていない家庭の生活環境の保全及び公衆衛生が図られた。

今後の取り組み 引続いて下水処理計画に沿った全戸水洗化の推進に取り組む。

処理費用の一部負担を導入したことにより、水洗化家庭との料金
格差は是正されつつある。

総合評価 B

事業の方向性

課題

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


